
8 月 25 日（金） 

Pudu Robotics Japan 

 

 

Pudu Robotics、アメリカの「IDEA2023」のファイナリストに選定 
 

 

Pudu Robotics Japan 株式会社（本社：中国深セン、日本法人 Pudu Robotics Japan 株

式会社 代表取締役社長：張涛、以下、PUDU）の多機能室内配送ロボット「PuduBot２」は、

世界的 に権威のある アメリカのデザイン賞 「インター ナショナル・デ ザイン・エクセ レンス 賞

（International Design Excellence Awards、以下 IDEA）2023」のファイナリストに選定され

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「IDEA」は 43 年の歴史を持ち、最も名声と厳格さを持つ年次デザインコンテストのひとつとして、世界

的に著名な工業デザイン賞です。毎年、世界中から約 100 以上の国々から数万件の作品がエントリ

ーし、その受賞率はわずか 10％未満です。 

 

これまでも数々の国際的なデザイン賞を受賞してきた PUDU は、国内外の工業デザイン分野で多くの

功績を上げています。現在、ドイツの「レッド・ドット・デザイン賞」の最優秀賞、ドイツの「iF デザイン賞」、

日本の「G-Mark 賞」など、国際的な工業デザイン賞を受賞しているほか、中国の特許分野の権威あ

る「中国外観デザイン賞」銀賞も受賞しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■「PuduBot２」について 

 

機能を中心に据えたロボットである「PuduBot２」のデザインコンセプトは、サービス効率の向上、コスト

削減、ユーザー体験の向上を目指しています。初代製品の特徴的な形態を引き継ぎつつも、

「PuduBot２」はオープンなフレーム形状と多機能モジュール化の設計を採用しており、レストラン、スー

パーマーケット、工場などさまざまなシーンに対応することができ、ユーザーの多様なニーズに応えることが

できます。また、24 時間稼働モードと全方位センサー配置により、ロボットの長時間安定動作が保証さ

れ、より安全で信頼性の高いサービスを提供します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「PuduBot２」のデザインの革新は、外観だけでなく、ユーザーとのインタラクション体験にも表れていま

す。ロボットのヘッド部には明確な方向指示灯が設計されており、ユーザーはロボットの走行状態や意

図を直感的に理解することができます。また、可愛らしい表情や音声のインタラクションは、ロボットに個

性と人間らしさを与え、ユーザーとの感情的なつながりを高め、より親しみやすいインタラクション体験を

提供します。 



 

人件費の上昇と人材不足の圧力が高まる中、重労働で単調で繰り返しの多い危険な仕事をロボット

で置き換えることは、将来的にはますます普及するトレンドとなるでしょう。「PuduBot２」は、PUDU が

これまでに複雑なシーンで培った技術的優位性を継承し、新しい PUDU VSLAM+純視覚ロボット位

置推定とマッピング技術を採用しています。これにより、コードを貼る必要がなく、天井の改修も不要と

いう利点を持ち、デプロイメント時間を 75％削減し、30 メートルの高い天井環境や半屋外環境でも

安定した動作が可能です。 「PuduBot２」の助けを借りることで、ユーザーは運営コストを効果的に

節約し、人員配置を最適化し、顧客満足度を向上させ、ブランドの差別化を実現することができます。 

 

優れたデザイン能力により、PUDU ロボットは国際的な舞台で驚きや関心を与えています。これらの栄

誉は、PUDU のデザインチームへの高い評価に加えて、PUDU が世界の商用サービスロボットのリーダ

ーとして持つ技術力を示しています。将来 PUDU は、ユーザーやブランドにより良いサービスと価値を提

供し、ロボット技術を社会生産に広く応用し、人類社会の進歩と発展に貢献するために努力し続けま

す。 

 

「PuduBot２」導入事例 参考動画 

https://youtu.be/tq7RtbBknxc 

 

■Pudu Robotics について 

Pudu Robotics は 2016 年に深セン設立以来、常に「発明の精神」を守り、「顧客第一」の社内文

化を実践し、ロボットの力で生産性と福祉を向上させることを目指しています。R＆D に多額の投資を

行っており、研究開発スタッフが 50％を占めています。800 件以上の特許を取得し、最高水準の配

膳ロボット、配送ロボット、Ad ディスプレイを搭載した配膳＆案内ロボットを開発してきました。これらの

ロボットは、レストラン、病院、学校、オフィスビル、官公庁、地下鉄駅、待合室などで幅広く使用されて

います。これからも、全世界のお客様に全面的なサービスロボットソリューションのご提案に取り組んでま

いります。 

 

【導入事例】 

ガスト、しゃぶ葉、バーミヤン、サイゼリヤ、焼肉の和民、日高屋、和食さと、国内 18 か所にゴルフ場を

有するシャトレーゼグループ、渋谷エクセルホテル東急や横浜保土ヶ谷眼科などで導入が進んでいます。 

 

【会社概要】 

社名：Pudu Robotics Japan 株式会社 

所在地：東京都中央区入船 1 丁目 9-8 ピエノアーク入船 8F 

設立：2021 年 7 月 

事業内容：サービスロボットの開発・設計・製造・販売 

会社 HP：https://www.pudurobotics.com/jp 

https://youtu.be/tq7RtbBknxc
https://www.pudurobotics.com/jp

